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贈呈式開催

このカップを目指せ！

埼
玉 

第１回埼玉県第４種選手権大会が無事に終了
川越イーグルファイター少年団が初優勝

４月から４９ブロックで開催された第１回埼玉県第４種リーグ
戦のフィナーレを飾る「第１回埼玉県第４種選手権大会」の決勝
が、１２月２４日に開催された。栄えある初代チャンピオンには、
川越イーグルファイター少年団が輝いた（詳細は４ページに）。

１２月２４日、埼玉県第４種選手権大会の決勝を前に、埼玉スタ
ジアムにおいて、相川宗一会長から各カテゴリーへ新調したカ
ップが手渡される贈呈式が行われた。このカップは、０８年に迎
える「埼玉サッカー１００年」を記念し、かつ埼玉サッカーの新た
な象徴として作られた。４種においては、今回の第４種選手権
大会の勝者に送られた。各カテゴリーにおいて、どの大会にお
いて贈呈されるかは検討中。今後は、このカップを目指して、
頑張ってください。

Wonderful 
Saitama

FIFA Club World Cup Japan 2007
浦和レッズ、価値ある世界３位

１２月７日から開催された「FIFA Club World Cup Japan
2007」に、アジア代表として浦和レッズが初出場。準決勝で
ACミラン（ヨーロッパ代表）と戦い、０対１で敗れたものの、
３位決定戦を苦しみながらＰＫ戦で勝利し、世界３位の称号を
得た。
この前後に、埼玉県民栄誉賞を受賞し、２００７日本プロスポー

ツ大賞を授与された。おめでとう浦和レッズ。

準々決勝 １２月１０日　豊田スタジアム
セパハン　１（０－１）（１－２）３ 浦和レッズ

得点者：永井、ワシントン、オウンゴール

準決勝 １２月１３日　横浜国際総合競技場
浦和レッズ　０（０－０）（０－１）１ ACミラン

３位決定戦 １２月１６日　横浜国際総合競技場
エトワール・サヘル　２（１－１）（１－１）２ 浦和レッズ

２ＰＫ４　　　　得点者：ワシントン２

初代チャンピオンに輝いた川越イーグルファイター少年団

準優勝のＦＣアビリスタ

２００８～埼玉サッカー１００年
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高校選手権総括

今年度、高校総体、高校選手権と立て続けに初の全国大会を
経験した埼玉栄高校。チームを牽引したのは、磯貝一直監督と
エスクデロ総監督。今回は、エスクデロ総監督（以後、セルヒオ）
にここまでのチームの作り方、埼玉のサッカーについて技術委
員会の小林武委員長、坂庭泉副委員長・ユースダイレクター、
福田直史２種技術委員長が話を聞いた。

坂庭 Ｕ－１７リーグで埼玉栄と戦ったある監督さんが「今年の
栄はすぐ下がる」って言っていました。それって、セルヒオらし
くないんじゃない（笑）。
セルヒオ いや、下がって
いるわけじゃないんです
よ。攻守の切り替えを早く
させているだけです。もっ
ともっと攻撃したいですね
（笑）。
小林 そういう意味では、
埼玉栄というと攻撃的なチ
ームですよね。最初に、こ
の１年間のチーム作りにつ
いて、お聞かせください。
セルヒオ 埼玉栄は５年前
に一度、高校選手権の県決
勝に出場しています（武南
に０－３）。その翌年にコー
チとして入ったとき、磯貝
さんに「どうして蹴っていたの」と聞いたことがあります。磯貝
さん自身、現役時代は技巧派で前に蹴ることはしていませんで
したからね。そうしたら、高校サッカーは一発勝負だからと言
うんですね。そこで「変えましょう」と言いました。そこから
考えたのは、選手を集めようと。近辺のクラブ、中学はもちろ
ん、全国に声をかけるようにしました。身長の高さは関係なく、
まずは止めることができる選手。パスを出せるかどうかは二の
次でした。
一度、レイソル青梅に行きましたが、戻ってきてからは総監

督にしてもらい、練習メニューややり方を決めさせてもらいま
した。
小林 どの時期から、全国への手応えを感じましたか。
セルヒオ ０６年の高校選手権の県大会でしょうか。国際学院に
ＰＫで破れましたが、そのときのメンバーでチームはほぼでき
ていました。３年生は個性が豊かな選手がいましたが、多く出
場していた２年生はすごく真面目だったので、ある程度大丈夫
だろうと思いました。負けた後、よく走っていましたからね
（笑）。ただ、チームとしては今年よりも０６年のチームがよかっ
たとは思います。
そのベースを作ったのは、アルゼンチン遠征でしょうか。私

が来てから２回行きました。今年の３年生は１年生のときに行
っています。だいたい３週間の中で、名門と呼ばれるチームか

埼玉栄と埼玉サッカーの現状

ら地域のチームまで、いろいろなチームと練習試合を行います。
向こうの負けず嫌いなところや、ボールのないところで激しく
プレーすることや、細かいパス――私があれこれ言うよりも、
本場に連れていったほうが早いのです（笑）。
小林 その中で気をつけて
いたことは？
セルヒオ 集中力、努力、
協力です。早くサポートす
ること、ボールを持ってい
ないときの切り替え、激し
い守備を意識させていま
す。私自身、現役のとき、
ＦＷか右ＭＦをしていまし
たが、ガンガン守備をして
いたので、ケガが多かった
のですが、攻撃でも守備を
する選手が好きですね。
坂庭 激しく守備をする選
手が少ないよね。諦める選
手が多い。
セルヒオ ２月末からまたアルゼンチンに行きますが、父兄か
ら「どうしてそんなに遠くへ行くのか」と聞かれることがありま
した。やはりハングリーさがないと成功しないと思うのです。
日本は恵まれています。試合で負けても家に帰れば幸せです。
アルゼンチンでは、この試合に負ければ次はないのです。
今、日本のこの年代は頑張りますが、大学に入って１年でサ

ッカーを止めてしまう選手が多いですね。アルゼンチンでは、
サッカーしかありませんから競争が激しいんです。
モロントというトップチームが２部のクラブに行ったときの

話です。ユースの選手が５０人くらいいましたが、２５人にボール
２個しかありませんでした。でもうまい。それが、栄の子供た
ちには一人に２個あります。またボールがパンクしてしまうと、
アルゼンチンの子どもは直します。でも日本は捨ててしまう。
そんなところを見せたいのです。
小林 我々が子供たちをたくましく育てることを忘れてしまっ
た感があります。
坂庭 でも、高校選手権の
とき、かなり過保護になっ
ていたんじゃないですか。
トレーナーや酸素吸入器…
…こんなに与えてしまう
と、次の世代はどうなるん
だろうと思いました。これ
もセルヒオらしくないなぁ
と思ったところです。
セルヒオ 確かに。僕もあ
まり好きではないです。
坂庭 だいたい高校選手権
が、ワールドカップみたい
になっているから。プロの
試合でも前日に入るだけな
のに、１週間前から合宿す
るぐらいだから。確かに不
安になるのかもしれないけれど、そこまで甘やかされて、プロ
になれるかどうか疑問です。
甘やかすといえば、埼玉栄も県内では敵無しだったので、相

手チームが最初から引いていましたね。

～埼玉栄高・エスクデロ総監督に聞く～

坂庭　泉氏
埼玉県サッカー協会技術副委員長

ユースダイレクター

エスクデロ・セルヒオ・アリエル氏
埼玉栄高校サッカー部総監督

小林　武氏
埼玉県サッカー協会技術委員長

第８６回全国高校サッカー選手権大会
２回戦　１月２日　埼玉スタジアム２○○２

埼玉栄 ３（１－１）（２－１）２ ルーテル学院
得点者：伊波２、小野

３回戦　１月３日　さいたま市駒場スタジアム
高川学園 ２（１－１）（１－０）１ 埼玉栄

得点者：小野

※優勝は流通経済大学附属柏高校（初優勝）
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か。サッカーをやっていないとわからないでしょう。アルゼン
チンの人もリフティングは得意じゃないけれど、やれますよ。
福田 埼玉の選手は、テクニックがないのが現状です。
セルヒオ アルゼンチンは４歳から１２歳までフットサルをして
いますね。バウンドしない重たいボールで２０分ハーフですよ。
土曜日は必ず公式戦をしています。１１対１１をやっていたら、足
の遅い子、身体の小さい子はボールを触れないでしょう。それ
にオフサイドなんてわからないだろうし。狭いところにドリブ
ルで仕掛けるメッシのような選手が出てこない。
坂庭 「サッカー」をしようとしていますからね。
小林 「サッカー」にはめ込もうとしているような気がします。
もっと育成のところ、選手を伸ばす指導をしてほしいものです。
さてセルヒオ、これからどうしたいと考えていますか。
セルヒオ 日本一になりたいですね。日本一になってきれいな
サッカーをしたいですね。アルゼンチンのサッカーを。それで
勝ち続ければ、真似をするチームが出てくると思うのです。い
いサッカーをやっても日本一になれないから、みんな不安にな
るのです。
あと皆さん同様に、埼玉の子供には埼玉に残ってほしい。今

は、他からいただいていますけどね（笑）。
小林 確かに。今日はありがとうございました。

セルヒオ 埼玉の中で激しい試合はありませんでした。当たり
は弱かったですね。レフェリーもよく吹く。清水だと流すプレ
ーが、埼玉ではイエローになってしまいます。高川学園とやっ
た試合では、かなり激しくプレスされました。
坂庭 それが普通だと思うんだけれど、慌ててしまい、逆にや
るとファールを取られてしまいましたね。県全体として見ると、
選手が上がりたいときに監督が「上がるな」と言ったりして、ま
るで選手の本能を止めているようです。
小林 指導者としては、やはり勝たせたい。でも、伸びてもほ
しい。どこに視点を置いていいのか。
坂庭 勝つために逆算して作戦を立てているように見えます。
セルヒオ まずシステムで当てはめるから、選手の能力を削っ
てしまっていますね。
小林 それが、日本の指導者の特徴かもしれません。
セルヒオ 作戦を聞かない選手は使われないかもしれません
が、マラドーナのようにゴールを決めるのは選手なんですけど
ね。
小林 そこで埼玉のサッカーがよくなるには、どうすればいい
と思っていますか。
セルヒオ 戦い方を見ていて思うのは、どうしてそんなに焦る
のか、です。それは一発勝負だからでしょう。やはり、リーグ
戦がいいと思います。パチャメさん（カルロス・オスカール・パ
チャメ。元アルゼンチン代表コーチ、元福岡監督）もそう言っ
ていましたね。
高校の試合はどれもトーナメント。高校総体は最後４校リー

グですけどね。トーナメントだと、リトリートされて、攻めら
れない試合も出てきます。それで０対０で終わり、ＰＫ戦に持
ち込まれて負けることがあります。変えてほしいですね。リー
グ戦をやると、いいチームが１位になるものです。
福田 そういうこともあっ
て、Ｕ－１６リーグを始めた
んですよね。
セルヒオ いいサッカーを
すれば勝てるし、選手も育
ちます。３年間かけてサッ
カーをしてきて、トーナメ
ント一発で負けるのは悔し
いじゃないですか。トーナ
メントだと１回戦で負ける
チームが半分です。レベル
アップするには、リーグ戦
です。
小林 高校のトーナメント
にも、いいところはありま
すが、やはりリーグ戦です
ね。さて、全国に通用する選手を育てるには、どうすればいい
と思いますか。
セルヒオ 激しさだけは持たせたいと思います。例えば、ボー
ルを持った選手には、いや誰でも立っていれば陰ができます。
ボールを持った選手に対して、背後からボールを取りにいこう
とするとき、「第２日陰」にならないようにいかないと、ディ
フェンスになっていないんです。要するに、相手と重なってチ
ャージすることがディフェンスなんです。
坂庭 こういう説明がうまいよね、セルヒオは。サッカー用語
を使わないで、わかりやすく言ってくれる。
セルヒオ あと、ＧＫは留守番。ボールを持ってゴールエリア
に入ってくる選手は「泥棒」とかね。だから命をかけて守れと。
小林 なるほど。
セルヒオ あとはレフェリーでしょうか。リフティング左右交
互１００回とか、ヘディングで５０回とかできるレフェリーはいま
すか？走れる人はいるでしょうが、そこまでの技術を持ってい
る人が少ないように思います。そのプレーは激しいのか汚いの

福田直史氏
埼玉県サッカー協会２種技術委員長

３回戦　埼玉栄－高川学園

２回戦　埼玉栄－ルーテル学院

２００８～埼玉サッカー１００年
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いましたね。多分両チーム
とも、ここまで来る間にミ
スをして失点していると思
うんですよ。それで試合を
落としたこともあると思い
ます。
選手も素晴らしいけれ

ど、そこまで我慢しながら
選手を、チャレンジする心
を育ててきた指導者に拍手
を送りたいですね。指導者
にとって、自分が判断した
ほうがリスクは少ないんで
すよ。それを子供たちにチ
ャレンジさせ、指導者自身
我慢していいところを伸ばそうとしたのでしょう。子供たちと
指導者がチャレンジしてきたから、このような内容になったの
でしょう。

――これはリーグ戦の積み重ねの結果だと思っています。

小野 一発勝負だけだったら、ここまでチャレンジできないと
思います。過程の中で失点したり、負けたりした中で追求した
結果がこの決勝だと思いますね。リーグ戦の効果はジワジワと
出るものだと思っていましたが、意外と早く出てくるものかも
しれませんね（笑）。すべてを見ているわけではありませんが、
今日見せていただき、選手、指導者のチャレンジ、そして埼玉
県の取り組みの素晴らしさに感動しているところです。

「選手、指導者のチャレンジに感動しました」
小野 来た甲斐がありました。すがすがしい気分になりました。
素晴らしいゲームで純粋に楽しみました（笑）。

――ベスト１６からフルピッチでのゲームでした。まず広さにつ
いては、どうご覧になりましたか。

小野 今日の子供たちはピッチサイズの広さをうまく使ってい
ましたね。ただ全国で、となるとまだ早いように気がします。

――次にスキルですが、優勝したイーグルファイター少年団の
子供たちは、ルックアップして判断してプレーしていました。

小野 日々の指導は見ていませんが、指導の場面が頭に浮かん
できますね。試合を５分見て、ゲームの意図を感じることがで
きました。それがうれしかったですね。選手たちはスキルも高
く、アイデアを持ち、そのアイデアを表現する力がありました。
それも溌剌とのびのびと。そしてチャレンジするプレーが多か
ったですね。
準優勝したアビリスタも素晴らしかったですよ。決してライ

ンを下げてがっちり守るのではなく、ボールを積極的に奪いに
行き、攻撃していました。よかったですね。一番うれしかった
のは、両チームともリスクに対してチャレンジしていたという
ことです。この年代のゲームもよく見ていますが、リスクを回
避するプレーが多いのが気になっていました。がっちり守った
り、つながずに蹴ってしまったり。それで勝っていって、その
子たちがどうなるかという懸念は持っています。それが今日は
両チームともチャレンジしていました。両チームともつないで

４種リーグ、４種選手権総括
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埼玉県４種リーグ戦・選手権大会終了
小野剛JFA技術委員長に話を聞く

第１回埼玉県第４種選手権大会結果
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――まだ全チームに参加していただけていません。参加してい
ただかないと、この手応えを感じていただくことはできないの
ですが、自発性にお任せしている部分があります。やはり自分
たちで取り組んでいただかなければ、自分たちのものにならな
いでしょうから。

小野 誰かがすべてをお膳立てしてくれたら、そこに乗ります
という時代はもう終わりにしないといけないと思います。やり
たいと思ったところが入ってくればいいのではないでしょう
か。今回、いろいろ理由があって参加していないチームも、来
年は、と思っているでしょう。
他県で、このリーグ戦をやろうと思いながらできないのは、

『全てのチームに参加してもらうためにはどうすればいいか』
とあまりにも考えすぎているからです。とりあえず、できるチ
ーム、やりたいチームだけが集まってやってくれればいいので
す。私の立場で言うと、このような姿勢で埼玉がスタートして
いただいたことは、日本のサッカーにとって大きな一歩だと思
っています。

――埼玉のサッカーを変えることが、埼玉の子供たちのために
なると思っています。そしてそれは、日本の子供たち、日本の
サッカーのためになると考えています。

小野 日本のサッカーを支えているのは、街のチームの指導者
の汗だったりするのです。このスタートは素晴らしいことだと

思います。
ここまで来るには本当に大変だったと思いますし、いろいろ

な人の苦労があってここに来たと思います。今回、全国に先駆
けて埼玉がスタートさせてくれたことは、全国で頑張ってくれ
ている人たちに「できたじゃないか」と勇気づけてくれると思
います。そのほとんどの県よりもチーム数が多いのにできたの
ですから。私自身、自分の言葉で、この埼玉の素晴らしいスタ
ートを伝えていきたいと思っています。

――ありがとうございます。今日はありがとうございました。

大会記録１

●平成１９年度県新人大会総括
埼玉県高体連技術委員（本庄高校）小茂田佳郁

平成１９年度県新人大会は、支部予選を勝ちあがった８チームに選
手権ベスト８（中央リーグ）を加えた１６チームでトーナメント戦を行
った。決勝戦は、正智深谷対本庄第一という、昭和５１年以来の北部
同士の対戦となった。優勝は正智深谷・準優勝に本庄第一・３位に
大宮東・浦和南・ベスト８に武南・武蔵越生・埼玉栄・浦和東が入
り関東大会県予選のシード権を獲得した。関東大会県予選は県新人
大会出場１６チームに支部予選割り当て上位１６チームを加えた３２チー
ムで４月に行われる。
また、この新人戦は、関東プリンスリーグ２部への参入戦となる

埼玉県U－１７トップリーグ（８チーム）への出場権、最後２枠をかけ
た戦いでもあった。本庄第一がすでに出場権を持っていたことから、
優勝した正智深谷とこれまでの総合ランキングにより３位の大宮東
が獲得することとなった。
優勝した正智深谷は、スピードのある選手をそろえ、両サイドか

らの突破に鋭さがあり、ボランチを含めた最終ラインの守備が安定
しており、戦い方も最も安定していた。支部予選２位から勝ち上が
ってきた本庄第一は、つなぐサッカーを心掛け、チームとして守備
意識が高く、守勢なゲーム展開を粘り強く勝ち抜いてきた。３位の
大宮東は、前線で基点を作って展開し、サイドからのスピードある
攻撃が特徴であったが、準決勝ではそこを抑えられ敗れた。浦和南
は、中盤から前線に好選手をそろえ、攻撃に破壊力があるが、守備
にやや課題を残す戦いであった。
各チームとも新チームになって日が浅く、戦い方も手探り状態で

あるのも当然であろう。まだ中盤から最終ラインまでの守備組織が
確立されておらず、中盤での継続的なプレッシャーが不足していた。
その中で正智深谷のボランチの２人は、豊富な運動量でバイタルエ
リアへの進入を良く防いでいた。また、攻撃は個による突破が中心
で、チームとしての攻撃をこれから作っていく段階であり、選手や
戦い方を試行錯誤しながらの戦い方であった。個人のプレーをみて
も、相手のプレッシャーを受けて動きのスピードが上げると技術の
精度が落ちてしまう。また、グラウンドの幅を使った攻撃は余り見
られず、効果的なサイドチェンジやそれに伴う正確なロングパスな
ど質の高いパスを出せる選手も見られない。これからの課題であろ
う。今後の選手の成長を期待したい。
今後、U―１７リーグ、関東大会県予選を通じて、埼玉県開催であ

る夏のインターハイ、冬の選手権へ向け、各チームの戦力が整備さ
れてくるであろう。

●県内大会
２種
平成１９年度埼玉県高等学校サッカー新人大会
１月１９日～２７日　NACK５スタジアム大宮他

※正智深谷は初優勝。

大宮東 

志木 

武南 

早大本庄 

武蔵越生 

大宮南 

伊奈学園総合 

正智深谷 

西武台 

本庄第一 

埼玉栄 

越谷南 

浦和南 

花咲徳栄 

春日部東 

浦和東 

 
正智深谷 
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決勝戦　正智深谷高校－本庄第一高校

２００８～埼玉サッカー１００年
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大会記録２
２００７年第１回埼玉県ユース（U－１４）サッカートップリーグ
●１２月１５日全日程終了

※優勝はクマガヤＳＣ

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

６ 

５ 

４ 

４ 

３ 

２ 

２ 

１ 

分 

０ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

負 

１ 

２ 

２ 

３ 

３ 

５ 

５ 

６ 

勝点 

１６ 

１５ 

１３ 

１２ 

１０ 

６ 

６ 

３ 

得失点差 

＋２６ 

＋６ 

＋１２ 

＋８ 

＋５ 

－４ 

－５ 

－４８ 

チーム名 

クマガヤＳＣ 

三郷ジュニアユースＦＣ 

HANフットボールクラブ 

フェスタＦＣ 

狭山ジュニアユースＦＣ 

フォルチＦＣ 

坂戸ディプロマッツＦＣ 

さいたま市立与野東中学校 

４種
第３６回埼玉県サッカー少年団大会中央大会
１１月１１日～２３日　埼玉スタジアム第２他

※江南南サッカー少年団が優勝。

平成１８年度U－１７Topリーグ
２月３日～１８日　駒場スタジアム補助競技場他

●予選リーグ

●１～４位決定トーナメント

●５・６位決定戦 埼玉栄　２－１　東農大三
●７・８位決定戦 大宮南　０－４　市立浦和
※正智深谷はプリンスリーグ関東２部に出場が決定した。

＊ 

●０－１ 

△１－１ 

○１－０ 

＊ 

●０－３ 

△１－１ 

○３－０ 

＊ 

勝点 

７ 

６ 

２ 

得失点差 

＋５ 

＋８ 

－３ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 正智深谷 Aリーグ 　 アルディージャ 埼玉栄 

○４－０ 

○６－０ 

△２－２ 

●０－４ ●０－６ △２－２ １ －１０ ４ ＊ 

大宮南 

正智深谷 

アルディージャ 

埼玉栄 

大宮南 

＊ 

○５－１ 

●０－１ 

●１－５ 

＊ 

△３－３ 

○１－０ 

△３－３ 

＊ 

勝点 

６ 

４ 

４ 

得失点差 

－２ 

＋３ 

＋１ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 本庄第一 Bリーグ 　 大宮東 東農大三 

○１－０ 

●１－２ 

○２－０ 

●０－１ ○２－１ ●０－２ ３ －２ ４ ＊ 

市立浦和 

本庄第一 

大宮東 

東農大三 

市立浦和 

※Bリーグの２、３位は得失点差による。 

３種
第１０回埼玉県ユース（Ｕ－１３）サッカー大会 兼
JFAプレミアカップ２００８埼玉大会
１月２０日～２月３日　熊谷スポーツ文化公園他

※優勝した浦和レッドダイヤモンズは関東大会に出場する。

浦和レッドダイヤモンズ 
さいたま春野中学校 

ANフォルチＦＣ 
さいたま白幡中学校 
狭山ジュニアユースＦＣ 
さいたま田島中学校 
フットボールクラブ深谷 

行田西中学校 
クマガヤＳＣ 
白岡中学校 

GRANDE FC 
入間野田中学校 

武南ジュニアユースＦＣ 
坂戸住吉中学校 

大宮アルディージャ 
本庄南中学校 

浦和レッドダイヤモンズ  
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0

0
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0
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PK 
4
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ユベントスJrFCスポーツ少年団 

若狭サッカースポーツ少年団 

浦和尾間木サッカースポーツ少年団 

大袋フットボールクラブ 

江南南サッカー少年団 

ＦＣ鶴ヶ島 

大宮早起きサッカースポーツ少年団 

川越パンサーサッカー少年団 

ＦＣ栗橋南ウイングス 

浦和土合サッカースポーツ少年団 

朝霞いずみサッカースポーツ少年団 

新座エースフットボールクラブ 

秩父影森サッカースポーツ少年団 

早稲田つつみＦＣスポーツ少年団 

新座片山ＦＣ少年団 

イーグルファイターサッカー少年団 

江南南 

 
 

4

0

2

0

1

1

0

01

1

2

0

2

0

1

0

0

1

 

0

2

2

1

3

2

0

1

4

0

0

3

第２回埼玉県第４種新人戦県中央大会
２月９日～１１日　埼玉スタジアム第２他

※レジスタＦＣが優勝。

川越福原サッカークラブスポーツ少年団 

レジスタＦＣ 

浦和尾間木サッカースポーツ少年団 

すみれＪｒフットボールクラブ 

浦和三室サッカースポーツ少年団 

大桑サッカースポーツ少年団 

ＦＣアビリスタ 

ＦＣ鶴ヶ島 

１ＦＣ川越水上公園 

大宮アルディージャジュニア 

江南南サッカー少年団 

豊春サッカークラブ 

久喜少年サッカークラブ 

新座片山ＦＣ少年団 

川越ひまわりサッカークラブ 

ユベントスＪＦＣスポーツ少年団 

レジスタ 
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正智深谷 
大宮東 

アルディージャ 
本庄第一 

正智深谷 
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決勝戦　正智深谷－大宮アルディージャ

決勝戦　レジスタＦＣ－新座片山ＦＣ少年団

決勝戦　江南南サッカー少年団－イーグルファイターサッカー少年団
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大会記録３

南部リーグ
●全日程終了

北部リーグ
●全日程終了

県５０リーグ
●全日程終了

シニア
県６０リーグ
●全日程終了

チーム名 

本庄 

NTT 

与野 

パルス 

蕨 

川越 

所沢 

鴻巣 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

１２ 

１１ 

１０ 

７ 

７ 

８ 

６ 

５ 

分 

２ 

２ 

３ 

５ 

４ 

１ 

６ 

５ 

負 

１ 

２ 

２ 

３ 

４ 

６ 

３ 

５ 

勝点 

３８ 

３５ 

３３ 

２６ 

２５ 

２５ 

２４ 

２０ 

チーム名 

大宮 

深谷 

東松山 

川口 

熊谷 

東春 

セントラル 

戸田 

順位 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

勝 

４ 

５ 

５ 

３ 

３ 

２ 

３ 

０ 

分 

５ 

２ 

２ 

７ 

５ 

４ 

１ 

４ 

負 

６ 

８ 

８ 

５ 

７ 

９ 

１１ 

１１ 

勝点 

１７ 

１７ 

１７ 

１６ 

１４ 

１０ 

１０ 

４ 

女子
第１５回埼玉県女子サッカーリーグ１部
●全日程終了

※エルフェン・マリが初優勝。

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

勝 

１１ 

７ 

５ 

５ 

４ 

２ 

０ 

分 

１ 

４ 

３ 

２ 

２ 

４ 

０ 

負 

０ 

１ 

４ 

５ 

６ 

６ 

１２ 

勝点 

３４ 

２５ 

１８ 

１７ 

１４ 

１０ 

０ 

得失点差 

＋６７ 

＋３１ 

＋４ 

－４ 

－１０ 

－１７ 

－７１ 

チーム名 

エルフェン 

SEフィリア 

上福岡 

JAM－Ｇ 

妻沼毎日 

埼玉大学 

山村女子高校 

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝 

７ 

６ 

０ 

０ 

分 

２ 

１ 

４ 

３ 

負 

０ 

２ 

５ 

６ 

勝点 

２３ 

１９ 

４ 

３ 

得失点差 

＋１３ 

＋１１ 

－８ 

－１６ 

チーム名 

パルス 

ＦＦＣ 

ポラリス 

Ｇファイター 

第２０回埼玉県県民総合体育大会女子サッカー
１１月１１日、１８日　秩父市影森グラウンド他

※さいたま市北部が優勝。

　 

　 

5

0

0

5
1

2

　 

　 
0

5

2

1

2

0

 

 

　 

　 

さいたま市南部 

秩父市 

さいたま市北部 

坂戸市 

熊谷市 

吉見町 

川口市 

幸手市 

　 さいたま市北部 

　 

　 

1

1

1

3

0

8

4 
 
2
PK

不戦勝 

不戦勝 

不戦勝 

チーム名 

浦和 

新明 

パルス 

NTT 

東春 

大宮 

川口 

蕨 

所沢 

川越 

八潮 

与野 

鴻巣 

戸田 

越谷 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

勝 

１１ 

９ 

７ 

７ 

７ 

７ 

７ 

６ 

７ 

６ 

５ 

５ 

３ 

１ 

０ 

分 

２ 

１ 

４ 

３ 

３ 

２ 

１ 

３ 

０ 

２ 

４ 

３ 

２ 

３ 

１ 

負 

１ 

４ 

３ 

４ 

４ 

５ 

６ 

５ 

７ 

６ 

５ 

６ 

９ 

１０ 

１３ 

勝点 

３５ 

２８ 

２５ 

２４ 

２４ 

２３ 

２２ 

２１ 

２１ 

２０ 

１９ 

１８ 

１１ 

６ 

１ 

チーム名 

東松山OP 

本庄 

児玉 

行田 

吉見 

秩父 

東松山P 

熊谷 

鳩山 

寄居 

深谷 

小川 

セントラル 

めぬま 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

勝 

１１ 

１０ 

８ 

８ 

５ 

６ 

５ 

３ 

４ 

３ 

３ 

３ 

１ 

０ 

分 

１ 

２ 

３ 

２ 

６ 

２ 

４ 

６ 

３ 

３ 

２ 

１ 

２ 

３ 

負 

１ 

１ 

２ 

３ 

２ 

５ 

５ 

４ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１０ 

勝点 

３４ 

３２ 

２７ 

２６ 

２１ 

２０ 

１９ 

１５ 

１５ 

１２ 

１１ 

１０ 

５ 

３ 

平成１９年度県民総合運動大会 兼
埼玉県高校女子サッカー新人大会
２月１１日～２月１７日　リコー東松山他

●決勝トーナメント

●最終順位（８位まで）
優　勝　埼玉平成高校　　　　第５位　松山女子高校
準優勝　埼玉栄高校　　　　　第６位　浦和西高校
第３位　本庄第一高校　　　　第７位　入間向陽高校
第４位　久喜高校　　　　　　第８位　熊谷女子高校

埼玉栄 
大宮南 
入間向陽 
浦和西 
北本 
久喜 

本庄第一 
花咲徳栄 
熊谷女子 
松山女子 
大宮開成 
埼玉平成 

埼玉平成 

 

5

0

0

2

5

1

0

3

3

1

1 2
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0

1

8
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00
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Vゴール  

決勝戦　埼玉平成－埼玉栄

フットサル
埼玉県フットサル１部リーグ
●全日程終了

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

勝 

７ 

７ 

５ 

５ 

３ 

２ 

２ 

２ 

０ 

分 

１ 

０ 

０ 

０ 

２ 

１ 

１ 

１ 

０ 

負 

０ 

１ 

３ 

３ 

３ 

５ 

５ 

５ 

８ 

勝点 

２２ 

２１ 

１５ 

１５ 

１１ 

７ 

７ 

７ 

０ 

得失点差 

＋５６ 

＋５１ 

＋１２ 

＋９ 

－１ 

－１０ 

－１０ 

－２２ 

－８５ 

チーム名 

I.F.C/tzk 

ロクFC 

Pure City IMPERIO 

坂戸龍門 

マカプ～ 

1FC川越水上公園 

Ｆ＆Ｆ 

M.f 

ＫＧＳ 

第５回埼玉県シニアサッカー選手権（Over50）大会 兼
第７回全国シニア関東予選埼玉県予選
１１月１８日、１２月９日　九里グランド他

※NTTが優勝。

与野シニアＦＣ 

ＮＴＴシニア 

所沢バッカーズ 

蕨シニアＳＣ 

戸田シニアＳＣ 

川越シニアＳＣ 

鴻巣ユナイテッド 

深谷ＳＦＣフェニックス 

東松山 

川口シニアＦＣ 

本庄アイベックス 

大宮シニアＦＣ 

熊谷ブーメラン 

セントラル蹴鞠団 

春日部・越谷 

パルスＦＣ 

NTT 
 

 
 

0

1

0

1

0

3

0

02

2

1

0

1

1

0

1

1

0

 

1

0

4

0

0

0

0

3

1

4

　 

　 

1 
 
3
PK

不戦勝 

棄権 
41

２００８～埼玉サッカー１００年
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大会記録４

女子
第２９回全日本女子サッカー選手権大会
１２月２日～１月１日　国立競技場他

２回戦 鳳凰学園 ０（０－０）（０－１）１ ASエルフェン狭山
得点者：下沖

日ノ本学園高校 ２（０－３）（２－０）３ 浦和レッズJrユース
得点者：竹山、橋本、藤掛

３回戦 浦和レッズ ３（０－１）（１－０）１ 常盤木学園高校
得点者：安藤、柳田２

（２－０）（０－０）

ASエルフェン狭山 １（０－１）（１－１）２ 大原学園JaSRA
得点者：下沖

浦和レッズJrユース ０（０－２）（０－１）３ 日テレ・ベレーザ
準々決勝 浦和レッズ ４（２－０）（２－０）０ 大原学園JaSRA
得点者：柳田、安藤、土橋、松田

準決勝 浦和レッズ ０（０－１）（０－２）３ 日テレ・ベレーザ

MOCなでしこリーグ・DIVISION１
第１９節 浦和レッズ １（１－０）（０－０）０ TASAKIペルーレ

得点者：庭田

第２０節 浦和レッズ ８（３－０）（５－０）０ 大原学園JaSRA
得点者：安藤４、庭田、笠嶋、北本２

第２１節 日テレ・ベレーザ １（０－１）（１－０）１ 浦和レッズ
得点者：柳田

※最終節を終え浦和は３位。

１種
第８７回天皇杯全日本サッカー選手権大会
１１月２８日　さいたま市駒場スタジアム

４回戦 浦和レッズ　０（０－０）（０－２）２ 愛媛ＦＣ

※鹿島アントラーズが７年ぶり３度目の優勝を果たした。

●県外大会

PUMACUP第１３回全日本フットサル選手権大会埼玉県大会
１１月１０日～１２月２３日　富士見市立市民総合体育館他
●決勝トーナメント

※ロクＦＣが優勝。２位のra'pidoと共に関東大会に出場する。

Purecty/IMPERIO 

AMX 

Casa Grange 

坂戸龍門 

Pal' u:wo 

ra'pido 

1FC川越水上公園 

Collection

高西KAWAGOE 

M.f 

マカプ～ 

Kawuper 

烏天狗 

1.F.C/tzk 

FFC Estrela 

ロクＦＣ 

ロクＦＣ 
 

 
 

4

2

1

1

2

4

3

91

5

6

3

5

4

1

4

4

2

 

3

0

3

1

1

4

1

8

2

2

2

3

1 
 
0
PK

84

バーモントカップ第１７回全日本少年フットサル大会埼玉県
予選代表決定戦
１１月２５日　熊谷スポーツ文化公園

●Ⅰブロック

●Ⅱブロック

●代表決定戦
Futbol Club Cano ０－１ 江南南サッカー

※江南南が本大会に出場。

　 順位 

１ 

２ 

３ 

勝 

２ 

１ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

敗 

０ 

１ 

２ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋７ 

－１ 

－６ 

チーム名 

Fotball Club Cano 

フット彩々 

ＦＣ鶴ヶ島 

　 順位 

１ 

２ 

３ 

勝 

１ 

１ 

０ 

分 

１ 

０ 

１ 

敗 

０ 

１ 

１ 

勝点 

４ 

３ 

１ 

得失点差 

＋３ 

＋２ 

－５ 

チーム名 

江南南サッカー 

大宮三橋フット 

イーグルファイター 

２種
Jユースサハラカップ２００７　第１５回Jリーグユース選手権大会
１２月２日～２４日　長居スタジアム他

●予選リーグ
Ｂグループ ベガルタ仙台　０－４ 大宮アルディージャ

横浜ＦＣ ４－３ 大宮アルディージャ
大宮アルディージャ ４－２ 水戸ホーリーホック
大宮アルディージャ ２－２ 横浜 Ｆ・マリノス
大宮アルディージャ ２－０ 横浜ＦＣ
水戸ホーリーホック １－３ 大宮アルディージャ
横浜 Ｆ・マリノス ６－１ 大宮アルディージャ
大宮アルディージャ ３－２ ベガルタ仙台

※アルディージャはグループ２位で決勝トーナメントへ
Ｄグループ 浦和レッズ ４－１ モンテディオ山形

浦和レッズ ４－３ ＦＣ東京
川崎フロンターレ ０－６ 浦和レッズ
アルビレックス新潟 ２－２ 浦和レッズ

浦和レッズ ６－０ アルビレックス新潟
ＦＣ東京 １－０ 浦和レッズ
浦和レッズ ２－１ 川崎フロンターレ

モンテディオ山形 ０－６ 浦和レッズ
※レッズはグループ２位で決勝トーナメントへ
●決勝トーナメント
２回戦 柏レイソル １－０ 浦和レッズ

大宮アルディージャ ３－２ 京都サンガ
準々決勝 セレッソ大阪 １－４ 大宮アルディージャ
準決勝 FC東京 ２－１ 大宮アルディージャ

※優勝はＦＣ東京（初優勝）

３種
高円宮杯第１９回全日本ユース（U－１５）サッカー選手権大会
１２月２３日～２９日　国立競技場他（決勝トーナメント）

●１次ラウンド

※大宮アルディージャはグループ２位で決勝トーナメントへ

※浦和レッズはグループ１位で決勝トーナメントへ
●決勝トーナメント
ベスト１６ コンサドーレ旭川 ０－１ 大宮アルディージャ

浦和レッズ ２－１ 名古屋グランパスエイト
準々決勝 京都サンガ ３－１ 大宮アルディージャ

浦和レッズ ０－１ 東京ヴェルディ１９６９
※優勝はガンバ大阪

＊ 

●０－３ 

△３－３ 

○３－０ 

＊ 

●２－３ 

△３－３ 

○３－２ 

＊ 

勝点 

７ 

６ 

２ 

得失点差 

＋４ 

－１ 

－１ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 みやぎ グループＤ 　 大宮 くにびき 

○２－１ 

○４－３ 

△３－３ 

●１－２ ●３－４ △３－３ １ －２ ４ ＊ 

岐阜 

ＦＣみやぎバルセロナ 

大宮アルディージャジュニアユース 

サンフレッチェくにびきＦＣ 

スポーツクラブ岐阜VAMOS

＊ 

●０－３ 

●０－３ 

○３－０ 

＊ 

●０－４ 

○３－０ 

○４－０ 

＊ 

勝点 

９ 

６ 

１ 

得失点差 

＋１２ 

＋３ 

－７ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 浦和 グループＦ 　 清水 徳島 

○６－０ 

○２－０ 

△０－０ 

●０－６ ●０－２ △０－０ １ －８ ４ ＊ 

三田学園 

浦和レッズジュニアユース 

清水エスパルスジュニアユース 

徳島ヴォルティスジュニアユース 

三田学園中学校 

第１３回関東女子サッカーリーグ
●１２月２２日全日程終了

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

１１ 

１０ 

７ 

７ 

５ 

４ 

４ 

１ 

分 

２ 

０ 

４ 

０ 

２ 

３ 

３ 

０ 

負 

１ 

４ 

３ 

７ 

７ 

７ 

７ 

１３ 

得失点差 

＋３０ 

＋２４ 

＋１３ 

－５ 

－２ 

－４ 

－５ 

－５１ 

勝点 

３５ 

３０ 

２５ 

２１ 

１７ 

１５ 

１５ 

３ 

チーム名 

日本体育大学 

日テレ・メニーナ 

浦和レッズJr 

武蔵丘短期大学 

東京女子体育大学 

神奈川大学 

横須賀シーガルズ 

浦和本太レディース 
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大会記録５

フットサル

第１６回全日本大学女子サッカー選手権大会
１２月２５日～１月１３日 国立競技場他

●１次ラウンド

●決勝トーナメント
準決勝　　 大阪体育大学 ３（０－１）（３－０）１ 武蔵丘短期大学

得点者：北上

※武蔵丘短期大学は初のベスト４。なお優勝は、日本体育大学。

＊ 

●０－５ 

●０－２ 

○５－０ 

＊ 

●２－４ 

○２－０ 

○４－２ 

＊ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋７ 

－３ 

－４ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 武蔵丘 Ｂグループ 　 筑波 武庫川 

○２－０ 

○９－０ 

○３－１ 

●０－２ ●０－９ ●１－３ － － ４ ＊ 

信州 

武蔵丘短期大学 

筑波大学 

武庫川女子大学 

信州大学 

※一次ラウンドの順位決定はグループ４位チームの対戦成績を除外して算出 

第１０回全日本女子ユース（U－１８）サッカー選手権大会
１月３日～８日　桃太郎スタジアム他（岡山県）

●１次ラウンド

※浦和レッズはグループ２位で決勝トーナメントに進出できず。優勝は
常盤木学園高校（宮城）。

＊ 

●０－１ 

●０－２ 

○１－０ 

＊ 

●２－３ 

○２－０ 

○３－２ 

＊ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

得失点差 

＋１７ 

＋８ 

＋３ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 藤枝 Ｄグループ 　 浦和 明清 

○１４－０ 

○８－０ 

○６－０ 

●０－１４ ●０－８ ●０－６ ０ －２８ ４ ＊ 

フライア 

藤枝順心高校サッカー部 

浦和レッズJrユースレディース 

北海道文教大学明清高校 

フライアＦＣ 

第２０回関東少女サッカー大会
１２月１日、２日　駒沢第１球技場他

予選リーグＢ　菁莪キッカーズ　０－１ エスペランサ（山梨）
菁莪キッカーズ　０－２ 渋谷アルテスタ

予選リーグＤ　浦和ラッキーズ　０－１ 河内SCジュニベール（栃木）
浦和ラッキーズ　１－０　RJC古河

５位～８位決定トーナメント
浦和ラッキーズ　１－１　市川ＦＣ

４ＰＫ２

浦和ラッキーズ １－１　吉井Ｒ.スパローズ（群馬）
４ＰＫ１

第１３回全日本ユース（U－１５）フットサル大会関東大会
１１月２４日　熊谷スポーツ文化公園
●予選リーグ

※優勝はフッチスポーツクラブ

＊ 

●１－４ 

●３－７ 

○４－１ 

＊ 

●１－５ 

○７－３ 

○５－１ 

＊ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋７ 

＋１ 

－８ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 トリプレッタ Aブロック alva クマガヤ 

CトリプレッタJrユース 

alva mito fc 

クマガヤサッカースポーツクラブA

＊ 

●４－６ 

●４－７ 

○６－４ 

＊ 

●１－２ 

○７－４ 

○２－１ 

＊ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋５ 

－１ 

－４ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 クラッキス Cブロック　 アミーゴス クマガヤ 

FCクラッキス松戸 

アミーゴス三ッ峠ＦＣ 

クマガヤサッカースポーツクラブＢ 

バーモントカップ第１７回全日本少年フットサル大会
１月３日～５日　駒沢体育館屋内球技場

●一次ラウンド　グループF

●２位トーナメント
１回戦 江南南サッカー少年団 ９－０ 千葉ＳＣU－１２ブランコ
２回戦 江南南サッカー少年団 １－１ 宮崎東ＳＳ少年団

３ＰＫ５

※優勝は東京ヴェルディ１９６９ジュニア

＊ 

●０－２ 

●１－８ 

○２－０ 

＊ 

●２－６ 

○８－１ 

○６－２ 

＊ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋９ 

＋２ 

－１１ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 津 グループＦ 江南南 川副 

津ラピドＦＣ 

江南南サッカー少年団 

川副少年サッカークラブ 

※浦和ラッキーズは５位
９位～１２位決定トーナメント

菁莪キッカーズ ３－０ 茅ヶ崎ＦＣなぎさ
菁莪キッカーズ １－０ 東加平キッカーズ

※菁莪キッカーズは９位

技術委員会

２００７フジパンCUP第１８回関東選抜少年サッカー大会
１２月１日・２日　レッズランド他
●予選リーグ

●決勝リーグ

※埼玉U－１２ＤＸは１位通過で決勝トーナメント進出。

＊ 

●２－３ 

●１－４ 

○３－２ 

＊ 

●２－３ 

○４－１ 

○３－２ 

＊ 

勝点 

９ 

４ 

３ 

得失点差 

＋７ 

０ 

－３ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 埼玉 １組 　 栃木 千葉 

○４－１ 

△２－２ 

○２－１ 

●１－４ △２－２ ●１－２ １ －４ ４ ＊ 

岩手 

埼玉U－１２ＳＰ 

栃木トレセンU－１２ 

千葉県トレセンＢ 

岩手県選抜 

＊ 

●０－４ 

●０－５ 

○４－０ 

＊ 

●０－４ 

○５－０ 

○４－０ 

＊ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

得失点差 

＋１３ 

＋４ 

－２ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 東京 ５組 　 埼玉 群馬 

○４－０ 

○５－１ 

○８－１ 

●０－４ ●１－５ ●１－８ ０ －１５ ４ ＊ 

山形 

東京U－１２ 

埼玉U－１２ＤＸ 

群馬EAST 

山形選抜 

５組１位 

１組１位 

３組２位 

＊ 

△０－０ 

●０－５ 

△０－０ 

＊ 

●０－２ 

勝点 

４ 

４ 

０ 

得失点差 

＋５ 

＋２ 

－７ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 A　　組 東京 埼玉 

○５－０ 

○２－０ 

＊ 

長野 

東京U－１２ 

埼玉U－１２ＳＰ 

長野県選抜U－１２ 

６組２位 

３組１位 

２組２位 

＊ 

●１－２ 

●１－２ 

○２－１ 

＊ 

●０－４ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋２ 

＋３ 

－５ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 C　　組 埼玉 東京 

○２－１ 

○４－０ 

＊ 

青森 

埼玉U－１２DX 

東京第１１ブロック選抜 

青森県選抜U－１２ 

●県選抜チーム ●決勝トーナメント
準決勝　　　　　神奈川TC ２－１　埼玉U－１２ＤＸ

※神奈川TCが優勝

第５回関東女子トレセンリーグＵ－１２（最終結果）

※５～８位は省略

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

６ 

６ 

４ 

４ 

３ 

１ 

１ 

０ 

分 

１ 

０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

２ 

３ 

５ 

５ 

７ 

勝点 

１９ 

１８ 

１３ 

１３ 

１０ 

４ 

４ 

０ 

得失点差 

＋２０ 

＋２２ 

＋１１ 

＋９ 

＋３ 

－１５ 

－１８ 

－３２ 

チーム名 

千葉県 

埼玉県 

神奈川県 

東京都 

栃木県 

群馬県 

茨城県 

山梨県 

第４回関東女子トレセンリーグＵ－１５（第６節途中）

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

５ 

４ 

３ 

３ 

２ 

１ 

１ 

０ 

分 

０ 

０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

０ 

０ 

３ 

４ 

５ 

６ 

勝点 

１５ 

１２ 

１０ 

１０ 

７ 

４ 

３ 

０ 

得失点差 

＋１５ 

＋１４ 

＋１０ 

＋８ 

０ 

－１ 

－１７ 

－２９ 

チーム名 

茨城県 

東京都 

山梨県 

栃木県 

埼玉県 

千葉県 

神奈川県 

群馬県 

２００８～埼玉サッカー１００年
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術委員会等の皆さま方のご協力をいただき、貴重な体験が出来た
ことを、この場をお借りしましてお礼申し上げます。

●０７年度埼玉県ＧＫキャンプ報告
埼玉県ＧＫプロジェクト 高橋　智（深谷高校）

１２月８、９日、東松山リコーグラウンドで元清水ＧＫであるシ
ジマール氏を講師に迎え、ＧＫキャンプを行った。
１，トレーニング報告
実戦に即した基本ドリルが中心となる。トレーニング①でフォ
ーカスされていたことは『キャッチングポイント』。至近距離か
らボレーキックされたボールを逃げずに、身体の正面、前方でし
っかりと１回でつかむことが強調された。次に、様々なステップ
やジャンプのあとでキャッチング。身体の正面をきちんとボール
に向けること。一連の動作の中からいかにスムーズにキャッチで
きるかが問われるトレーニングであった。また、安易にダイビン
グせず、素早いステップワークで身体の正面でキャッチングする
ことも強調していた。
ミーティングでのシジマール氏は、日本語を駆使しながら、情

熱的に子ども達に語りかけてくれた。上達するためのコツは、
「毎日毎日、とにかく練習する以外にない」「ＧＫが好きではだめ、
大好きでなければ・・・」「走ることが嫌いな選手は絶対にうまくな
らない。なぜならＧＫは最も激しい練習をするからだ」「強いハ
ートを持って試合に、練習に取り組め。元気のないＧＫは必要な
い」といったような内容であった。また、選手からも積極的に質問
がとび、あっという間の１時間であった。日本人とは異なる『例
え』が多く、スタッフにとっても刺激的なミーティングであった。
トレーニング②では、シジマール氏やスタッフのデモンストレ

ーションが随所に見られ、ここでもキャッチングポイントとステ
ップワークが強調された。また、トレーニング①よりもさらに反
復回数が多く、一回のトレーニングにおける負荷は、かなり強い
内容であった。連続シュートストップ６回。連続ダイビング１２回。
バックステップからのダイビングなど。しかし、選手の適応能力
は高く、前日とまどっていた内容に対しても、素早くアジャスト
し、質の高いプレーを連続し、シジマール氏を驚かせていた。
全体的にテンポ良く、選手のモチベーションを引き出し、活気

に満ちたクリニックであった。
２，課題
参加対象のレベルにあったトレーニングを行うために、シジマ

ール氏が実際に選手とプレーしてから、トレーニングが構築され
るといった形になってしまったため、スタッフミーティングやフ
ォーカスポイントの把握なしに、アシスタントスタッフが参加す
ることになってしまった。結果、初日のトレーニングではアシス
タントスタッフは『お客さん』状態になり、あまり機能していると
は言えなかった。クリニック自体、急きょ決定したとはいえ、も
っとしっかりした打ち合わせを行わなければならないと痛感した。
今回、時期的な関係もありU－１４・１５の選手に限定して行った

が、今後もこの時期に開催する場合は、高校生年代の参加は厳し
いと思われる。７月に行われるGK・ストライカーキャンプは
U－１６の選手を対象とし、１２月のGKキャンプはU－１５で行うこと
が望ましいのではないかと考える。
GKスタッフ以外の見学が少なく、大変残念であった。今後は

GK－C級のリフレッシュやGK－B級を取得してきたスタッフに
よる伝達講習も同時に開催できると、より充実したキャンプにな
っていくのではないかと考えられる。

第１４回少女サッカー都県選抜チーム関東・東北交流大会
１月２０日　埼玉県サッカー協会専用サッカー場
●予選リーグ

●順位決定戦
１位決定戦 埼玉パロミーナ １－０ 東京都選抜チーム
※埼玉県が５年ぶり４回目の優勝。

＊ 

●０－２ 

●０－３ 

○２－０ 

＊ 

●０－２ 

○３－０ 

○２－０ 

＊ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋５ 

０ 

－５ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 埼玉 Aブロック 栃木 秋田 

県選抜チーム埼玉パロミーナ 

栃木県選抜チーム空 

秋田L.FC Jr.ユース 

第１５回神奈川県少女選抜招待サッカー大会
２月９日・１０日　神奈川県立体育センター
●予選リーグ

●決勝トーナメント
１～４位

※埼玉選抜は３位。優勝は神奈川県選抜山ゆり。

＊ 

●０－２ 

●０－８ 

○２－０ 

＊ 

●１－７ 

○８－０ 

○７－１ 

＊ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失点差 

＋１０ 

＋４ 

－１４ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 埼玉 Aリーグ 大阪 群馬 

埼玉県選抜チーム 

大阪府選抜チーム 

群馬県選抜チーム 

●ナショナルトレセンＵ－１４東日本に参加して
内田真史（小川高校）

２００７ナショナルトレセンU－１４東日本後期に１１月２１日から２５
日まで、地域スタッフのGKコーチとして行ってきました。今回
呼ばれた選手は２８名、内GKは３名、埼玉県からは１人も居なか
ったのがとても残念でした。
GKも１１分の１のサッカー選手、FPと同じトレーニングをす

る時が多く、私もその時は積極的に関わっていきました。それを
見ていたデュソー氏が「日本のコーチは腕を組んで見ている人が
多い、もっと一緒にプレーすべきだ」と言われ、その通りだと思
い、２日目以降は、トレーニングやゲームにGKとして入りコー
チングすることで、On the pitchでもOff the pitchでも選手と
コミュニケーションがとれるようになりました。
ナショナルトレセンコーチや他の地域スタッフの方々と毎日ミ

ーティングをし、色々な意見交換ができました。特にGKスタッ
フは、全体のミーティングが終わった後、GKの選手1人1人を
分析し、次の日のトレーニングに臨む事ができ、とても内容の濃
い５日間でした。
最後にGKコーチもFPのトレーニングに関わることが多いの

で、FPコーチと同じように前日入りしシミュレーションしてベ
クトルを合わせれば、さらに良いトレーニングが出来るのではな
いかと思いました。

●ナショナルトレセンＵ－１２関東に参加して
大山武士（ジュベニール白岡スポーツ少年団）

２００７ナショナルトレセン関東Ｕ－１２が、１２月２１日から２４日まで
茨城県の鹿島で開催され、埼玉からは１７名の選手が参加しまし
た。ＧＫについては、１都７県から１２名が参加しました。各県から選
ばれた選手だけあって、運動能力の高い選手が多く集まりました。
しかし、ＧＫの基本となる構えなどは、教わっていない選手が

多く見受けられたため、トレーニングでは、構え・ポジショニン
グ・ステップ等、基本的なことを重点的に指導しました。
また、現代サッカーのＧＫはＦＰと同じように、足（キック、コ

ントロール等）の技術を求められているため、ＦＰと同じトレーニ
ングに多くの時間を費やすようにしました。
最後に、多くの選手、他県スタッフの方達との出会いを大切に
し、埼玉県からより多くの優秀な選手を育成出来るよう、今後の
指導に役立てて行ければと思います。また、県協会をはじめ、技

県選抜チーム埼玉パロミーナ
神奈川県選抜山ゆり 
千葉フェニックス 
兵庫県選抜U－１２ 

神奈川県 埼玉県 

0

2

1

0

0
0

0

0

6 
 
5
PK

8 
 
7
PK

技術委員会
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●第１回・女子公認Ｃ級コーチ養成講習会に参加して
法師人美佳（ＳＦＡ事務局）

２００８年１月２１日（月）から２５日（金）にかけて、リコー東松山
研修センター・サッカーグラウンドにて、日本サッカー協会主
催女子公認Ｃ級コーチ養成講習会が開催されました。これまで
日本サッカー協会では、「公認Ｃ級コーチ養成講習会」を開催し
ていましたが、今回女性指導者の地位向上並びにサッカーの普
及・育成に広く貢献することを目的に、初めて女性のみを対象
に行われました。
第１回となった本講習会は、インストラクターにＪＦＡナシ

ョナルコーチングスタッフの今泉守正氏や吉田弘氏らを迎え、
現役のなでしこリーガーの選手や女子チームの指導者ら３０名が
参加、５日間に渡り講習会を受講しました。
今回、（財）埼玉県サッカー協会に勤め、指導者養成事業に携わ

る私が、実際に本講習会を受講して来ました。同じチーム（浦和
レッズレディース）から山郷のぞみ・柳田美幸・矢野喬子の３選手
も講習会を共に受講しました。普段は選手としてサッカーに関
わる私たちにとって「指導」についての勉強は全く未知の領域で、
期待や不安、様々な思いを胸に講習会場へと向かいました。
「講義」では、世界のサッカーや日本のサッカーについての知
識から始まり、指導者の役割、技術理論、プランニング、コー
チング法、ＧＫ指導、発育発達と一貫指導、メディカルの知識、
審判・ルール等、指導者に必要とされる様々な要素を、教材を
使用しながら学びました。サッカーを始めて１５年以上経つ私で
すが、初めて耳にする言葉や知る知識の多さに、初日から講習
会受講の意義深さをひしひしと感じました。
指導の方法はもちろん、何故その様な指導が必要なのかとい

う概念のもとには、普段選手としてプレーしている私にとって
大切な要素が多く含まれていると感じ、講習会の日を重ねる毎
に新しく学ぶことに加え、これまで把握していた知識もより一
層に整理されていきました。
毎日サッカーしている人でも、毎日指導をしている人はほと

んどいません。自分の頭で分かっていることを相手に伝えるこ
とや、実際に自分だけの力で選手に指導にあたることの難しさ
をこの指導実践を通して痛感しました。しかしその反面で、プ
レー中に目を付ける場所や、トレーニング中に気を付けなけれ
ばいけないこと等、ここでは書ききれない程沢山のことを学ぶ
ことが出来ました。
今回、女子公認Ｃ級コーチ養成講習会の受講を通じ、指導者

として必要なことを知識の面から、そして技術の面から一から
教わりました。今まで指導者というものは無縁と考えていた私
ですが、この経験で更にサッカーを知りたくなりました。また、
他の現役選手たちからは、選手としてプレーする時に大切なこ
とも１つ１つ整理でき、選手のうちに受講して良かったといっ
た声を沢山耳にしました。
この講習会の受講は、私にとって指導者としてそして選手とし

て大切な要素を学ぶとともに、普段（財）埼玉県サッカー協会で
開催する指導者講習会にご参加される皆さんと同じ体験をするこ
との出来たとても貴重な時間となりました。

●岡野俊一郎ＪＦＡ名誉会長来県
２月１１日、川越市南文化会館にて県技術委員会主催で岡野氏

の講演会が開催された。テーマは指導者のモラルについて。冒頭
から「モラルと言ってもmoral（道
徳、倫理）とmorale（意欲、やる
気）があります」と言葉の違いの指
摘から始まり、事例を挙げながら
論理的に話を進めていただいた。
活発な質疑応答の後、会の後半で
は、岡野氏に見いだされた横山副
会長も登壇し、埼玉のサッカーの
これからについて、意見交換がな
された。県技術委員会としては、
このような講演会を随時行いたい
と考えている。

●女子１級に朝倉みなこさんが認定される
２月のＪＦＡ理事会において、朝倉みなこさんが女子１級に認
定された。ご活躍を期待しています。

●埼玉県レフェリートレセン
（財）埼玉県サッカー協会の登録審判員で、技術と資質の向上
に意欲がある方でしたらどなたでも参加できます。事前の申込
は必要ありません。審判手帳をご持参の上、直接会場へおいで
ください。雨天でも基本的にいます。また、インストラクター
の方のご参加もお待ちしております。毎月１回開催しておりま
す。なお、日程はホームページを参照ください。

●東城氏、埼玉県初のＳＲに
国際主審である東城穣氏（埼玉県サッカー協会）が、この１月、

０８年度のＳＲ（スペシャル・レフェリー）として登録された。埼
玉県出身者でＳＲに選ばれたのは初。
「まず今までご指導頂いた方々、応援して下さった方々、いつ
も迷惑ばかり掛けていた職場の方々、そして私事で大変申し訳
ございませんが、いつも支えてくれている家族に感謝したいと
思います。どうもあり
がとうございました。
ＳＲになり今まで以上に
厳しい目で見られます
が、担当する試合が良
い試合となるよう、１
試合１試合、良い準備
をして臨みたいと思い
ます。今後も宜しくお
願い致します」

審判委員会より

インフォメーション
●人事
去る１２月末に、犬飼基昭副会長から辞任の申し出がありまし

た。これを受理し、２月１日に理事会を開催し、横山謙三専務
理事が副会長兼任になることを承認されましたので、ご報告い
たします。

●「埼玉サッカー１００年史（仮称）」制作のお願い
各方面に対して、執筆などのご協力をお願いしております。

ご面倒をおかけしますが、よろしくお願いします。

●日本女子代表監督に佐々木則夫氏
１２月７日、大橋前監督の辞任を受けて、佐々木則夫氏（熊谷
市在住、元大宮アルディージャ監督）が監督に就任した。直近
では北京オリンピックで指揮を執ることになった。

●ビーチサッカー日本代表監督に河原塚毅氏
１月のＪＦＡ理事会において、河原塚毅氏（上尾南高校卒）が

ビーチサッカー日本代表の監督に就任した。河原塚氏は、アル
ビレックス新潟（当時Ｊ２）などに所属後、沖縄に渡りプレーを
続けていたが、０４年からビーチサッカーに転向し、０５年からビ
ーチサッカー日本代表として活躍している。

●埼玉スタジアムで
セルティックのスタ
ッフが講習会を開催
２月２日、中村俊輔

選手、水野晃樹選手が
所属するセルティック
（スコットランド）のス
タッフが来日し、指導
者講習会を開催した。
約９０名の指導者が真剣
な表情で受講した。

東城氏（左から４人目）

写真提供：埼玉スタジアム２○○２

２００８～埼玉サッカー１００年
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編集後記
た。約２年間、皆様には大変お世話なりまし
た。どうもありがとうございました。（東城）
●立春とは言え、寒い日が続きます。さて、
第４種の第２回リーグ戦・選手権大会の出場
申込が県下各地区で始まっていると思いま
す。是非沢山のチームが参加して、子どもた
ちの楽しめる大会にしたいものです。（栗島）
●夏は台風、冬は雪…。いつも休暇は荒天に
見舞われます。２月６日のＷ杯予選の雪もき
っと私の責任？！かもしれませんが、会場に
足を運んでいただいた皆さん、大変寒い中あ
りがとうございました。６月にもＷ杯予選が
ございますのでまた宜しくお願いします！
（小豆澤）

●ＳＦＡミッションの先駆けとなる４種リー
グが４月から開幕し、４９ブロックの優勝チー
ムによる選手権も終了した。ＪＦＡから小野
剛技術委員長が視察され、ＪＦＡの注目度の
高さを感じた。地域コミュニティ再生をめざ
し、さらにホーム&アウェイの確立を願う。
４種リーグの改革により、次の視点は３種と
なるが、アイデアご意見をお待ちしています。
（ 橋）
●Ｗ杯３次予選も雪の中での試合でしたが、
混乱もなく無事終了しました。何よりも日本
が大勝したことが一番です。これからもみん
なで応援していきましょう。（坂庭）
●映画やドラマを観て涙、スポーツ観戦でも

涙、本を読んでも涙、音楽を聴いても涙…。
最近、かなり涙もろくなった気がします。○
○かなぁ？（笑・こいち）
●寒い寒いと言いながら歩く横で、小学生が
グランドを元気いっぱいにサッカーしていま
した。なんだか心が温まりました☆（ほうしと）
●見た目はそんなに大きくないのに、かなり
重たいらしい私の鞄。（毎日持ち歩いている
本人は分からない…）バッグを替えても、持
ち物は同じなので重さも同じ。人に持っても
らうと、大抵「何でこんな重いの？！」とビッ
クリされます。確かに他の人の鞄が軽く感じ
る事もあるかも…。（かのう）
●この度、県協会を退職することになりまし

インフォメーション

チーム名 予約数 本金額 送料 合計金額
越谷フットボールクラブ 2 3,400 550 3,950
与野SC SERENO 5 8,500 850 9,350
江南ブロッコリーズサッカーアカデミー 3 5,100 850 5,950
久喜FC 2 3,400 550 3,950
岩槻柏陽 1 1,700 550 2,250
TEENS小江戸川越 5 8,500 850 9,350
朝日フットボールクラブGRAZIE 1 1,700 550 2,250
PRIOR AGEO FOOTBALL CLUB 1 1,700 550 2,250
浦和UFC 3 5,100 850 5,950
羽生SC 2 3,400 550 3,950
大日本コンサルタント株式会社 1 1,700 550 2,250
NICOLSON 1 1,700 550 2,250
三郷ダブリン 2 3,400 550 3,950
FCエンペラー 2 3,400 550 3,950
三郷カプリコーン 2 3,400 550 3,950
FC．ウェンブリー吉川 1 1,700 550 2,250
フリーズFC 1 1,700 550 2,250
ブレゼン 1 1,700 550 2,250
FC 宗岡 1 1,700 550 2,250
越生サッカークラブ 1 1,700 550 2,250
エスペランサ 1 1,700 550 2,250
Takechan’s 1 1,700 550 2,250
川口EAST・FC 1 1,700 550 2,250
明和フットボールクラブ 1 1,700 550 2,250
クラリオンFC 1 1,700 550 2,250

チーム名 予約数 本金額 送料 合計金額
エスペランサ　サテライト 1 1,700 550 2,250
いちご畑FC 1 1,700 550 2,250
FC南本庄 1 1,700 550 2,250
PLEASURE.FC 3 5,100 850 5,950
大滝FOOTBALL CLUB 1 1,700 550 2,250
埼玉工業大学 5 8,500 850 9,350
春日部共栄高等学校 1 1,700 550 2,250
草加南高等学校 1 1,700 550 2,250
越ヶ谷高等学校 1 1,700 550 2,250
越谷北高等学校 2 0 550 550
獨協埼玉高等学校 2 3,400 550 3,950
八潮高等学校 1 1,700 550 2,250
三郷北高等学校 1 1,700 550 2,250
騎西高等学校 1 1,700 550 2,250
城西大学付属川越高等学校 2 3,400 550 3,950
小川高等学校 1 1,700 550 2,250
さいたま市立浦和南高等学校 3 5,100 850 5,950
さいたま市立大宮北高等学校 5 0 850 850
埼玉栄高等学校 4 6,800 850 7,650
上尾東高等学校 1 1,700 550 2,250
国際学院高等学校 2 3,400 550 3,950
深谷高等学校 1 1,700 550 2,250
本庄高等学校 3 5,100 850 5,950
本庄東高等学校 3 5,100 850 5,950
児玉高等学校 1 1,700 550 2,250
飯能ブルーダーユース 1 1,700 550 2,250
行田市立見沼中学校 1 1,700 275 1,975
川里町立川里中学校 2 3,400 283 3,683
さいたま市立与野東中学校 1 1,700 283 1,983
さいたま市立大砂土中学校 1 1,700 61 1,761
さいたま市立片柳中学校 1 1,700 61 1,761
さいたま市立七里中学校 1 1,700 61 1,761
さいたま市立土呂中学校 1 1,700 61 1,761
埼玉栄中学校 1 1,700 61 1,761
さいたま市立桜山中学校 1 1,700 170 1,870
鳩ヶ谷市立里中学校 1 1,700 283 1,983
志木市立志木第二中学校 1 1,700 550 2,250
新座市立第四中学校 1 1,700 142 1,842
立教新座中学校 1 1,700 142 1,842
和光市立大和中学校 1 1,700 283 1,983
和光市立第二中学校 1 1,700 283 1,983
鴻巣市立鴻巣中学校 1 1,700 283 1,983
鴻巣市立赤見台中学校 2 3,400 283 3,683
北本市立北本中学校 1 1,700 283 1,983
北本市立宮内中学校 1 1,700 283 1,983
熊谷市立妻沼西中学校 1 1,700 121 1,821
熊谷市立大里中学校 2 3,400 121 3,521
岡部町立岡部中学校 1 1,700 121 1,821
花園町立花園中学校 2 3,400 121 3,521
大畑サッカースポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
笠原サッカースポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
上高野少年サッカークラブ 2 3,400 550 3,950
幸手さくらサッカースポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
鷲宮バッファローズ 1 1,700 550 2,250
八潮中央サッカースポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
西町フットボールスポーツ少年団 5 8,500 850 9,350
スポーツ少年団川鶴FC 1 1,700 550 2,250
川越福原サッカークラブスポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
狭山アゼィリアFC 2 3,400 550 3,950
仏子ブラックススポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
西武ウィングスサッカークラブ少年団 1 1,700 550 2,250
FC藤沢北 4 6,800 850 7,650
みどりが丘FCスポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
大宮東FJCスポーツ少年団 2 3,400 550 3,950
大宮ストライカーFCサッカースポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
南浦和サッカー少年団 1 1,700 550 2,250
浦和大谷口サッカースポーツ少年団 1 0 550 550
美谷本FCスポーツ少年団 1 0 550 550
新座西堀キッカーズ 1 1,700 550 2,250
柏葉サッカースポーツ少年団 1 1,700 550 2,250
FCリトルイレブン 1 0 550 550
寄居フットボールクラブ2001 10 0 850 850
江南南サッカー少年団 2 3,400 550 3,950
P.F.P cume 3 5,100 850 5,950
ウィンフットボールクラブ 1 1,700 550 2,250
大砂土ＮＯＲＴＥ ＦＣ 2 3,400 550 3,950
ＦＣ浦和コスモス 1 0 550 550
川越女子ジュニアサッカークラブ 4 6,800 850 7,650
東大宮エンジェルス 1 1,700 550 2,250

●通達について
１２月末に、４種の全チーム、各種別の委員長に事故防止の徹
底についての通達を行いました。再度、ご確認ください。

チーム活動における安全管理・事故防止の徹底について〔通知〕
平成１９年１２月２８日
各種別委員長　様

（財）埼玉県サッカー協会専務理事 横山謙三
日頃より、各チームにおれましては安全管理・事故防止に

ついて十分配慮されていることと存じます。
さて、ご承知のとおり平成１９年１２月２４日川越市のスポー

ツ少年団チームの選手がマイクロバスから投げ出され、死亡
するという痛ましい事故が発生いたしました。
皆様とともに慎んで哀悼の誠を捧げご冥福をお祈りいたし

ます。
つきましては、貴下チームに事故の再発防止について一層

の徹底を御願いいたします

●「年鑑」のお支払いについて
２００５年３月に発行した「（財）埼玉県サッカー協会年鑑・２００５/
２００６」の代金のお支払いが確認できないチームがございます。
お手数ですが、再度確認していただけますでしょうか。まだの
場合はすみやかにお支払いいただき、振込用紙をコピーして事
務局までファクスでお送りください（０４８－８３４－２００４）。
また、お支払い済みであればご確認のために、振込用紙をコピ
ーして、事務局までファクスでお送りください。このご連絡と
入れ違いにお支払いいただておりましたら、ご容赦ください。
何かご質問があれば、ファクスでお受けいたします。
なお、お支払いいただけない場合、皆様からいただいた登録料
で欠損処理をしなければなりません。お仲間うちでの声がけも
お願いします。
振込先：埼玉りそな銀行北浦和支店・普通４０５３０６６

埼玉県サッカー協会年鑑担当

２月末現在お支払いが確認できないチーム一覧


